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I. 会長挨拶 

2020年 9月 

日本応用経済学会 

会長 焼田 党 

 

今年度に入ってからは新型コロナウイルス感染症

拡大にともなう様々な動きが，大学の教育研究に

大きな影響をもたらしています．われわれもオン

ライン授業を実施することになり，学会も国内外

を問わずオンラインでの開催に参加することにな

りました．変化はどのようなものであれ，最初は

戸惑いをもたらしますから，「もとに戻りたい」と

う感情を生じさせることになります．特に「小職

のような高齢者」にとってはその苦痛がかなり大

きいものでした．しかし，何事もそうであるよう

に，物事には悪い面と良い面が必ずあります．こ

れは，学会のあり方についても当てはまると思い

ます．少なくとも，これまでの開催方法について，

その意味を考えさせてくれると思います． 

 本学会でも春の大会がオンライン開催となり，

秋の大会もオンライン開催が決定されています．

事務局や開催準備に携わってこられた方やこれか

ら携わっていただく方々には，これまでとは違う

形での準備となり，余計な負担を負っていただく

ことになり深く感謝しています．会場に集まり「唾

を飛ばしながら」議論をすることと画面に向かっ

て議論をすることは変わらないと思われる方もお

られるでしょうし，特に報告会場外での集まりに

大きな意味があると考えられる方もおられるでし

ょう．集合体としての学会としては後者がより重

要であるようにも思えます． 

 今年度につきましては，春の学会でのシンポジ

ウムを受けた形で，学会として新型コロナウイル

ス感染症に関する研究書の発行というご提案があ

り，お応えすることになりました．応用経済学会

としてはぴったりの多面的な議論が盛られた研究

書となるものと期待しています．このような動き

は，オンライン開催の準備という費用はあります

が，大きなメリットでもあり，学会としての在り

方を示す一つの方向ではないかと思います． 

 新しい常態がどのようなものであるかは未知で

ありますが，いずれに致しましても会員の皆様の

ご研究のお手伝いと学会の発展に少しでも貢献で

きればと思っております．よろしくお願いいたし

ます． 

 

Ⅱ．前会長挨拶 

2020年 9月 

日本応用経済学会 

前会長 田中廣滋 

 

私は学会の活動におけるオープンジャーナルの

活用の仕方について，調査をしていました．その

結果を理事会で議論してまとめる段階になって，

新型コロナの感染拡大が顕著になり，理事会の開

催が困難になってしまいました．この議論は今回

見送りになりました．2020 年に入って Covid-19

の感染者の世界的な拡大が顕著になりました．学

会の会場に予定されていた各地の大学が感染防止

のため学会の開催中止を要請するという事態にな

って，学会はオンライン開催という対応になりま

した． 

ところで，2020年 3月には英国(ロンドン)は都市

封鎖(ロックダウン)を実施することになりました．

英国政府はこの危機を克服するために，プロジェ

クトをすばやく立ち上げましたが，実施形態はテ

レワークになります．私もこのテレワークに招待

されました．この 4 か月間ロンドンでのテレワー

クで体験したことから印象的なことをお話ししま

す．この数年，フィンテックによる技術革新が進

行したため，金融産業はこのコロナショックのな

かでも，機能し続けています．それでも，実態面

でグローバル社会が被った経済的損失は 1930 年

代の世界恐慌と比較されるほどの巨額になると予

想されます．世界的に見れば，経済的な崩壊が始

まった地域も出始めているのに，各国の政府は自
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国の救済策だけで他には余裕がありません．私も

政府と連携した民間金融のセフティーネットワー

クの構想に参加しています．ところで，この国際

金融のネットワーク構築による事業展開には大規

模な資金が必要ですので，今回は急な立ち上げな

ったことからプロジェクトの先細りが懸念されま

した．ところが，金融，ICT をはじめとする多く

分野の企業が賛同して資金の提供と事業への支援

を開始しました．コロナ危機を乗り越えるために

は，社会の構成員の間での連携と協力が必要なこ

とは，よく理解されていると言えますが，経済シ

ステムの観点からは，マーケット主導による中央

集権的な仕組みにコミュニティの機能を重視した

分権的な機能を組み込んでいくことになります． 

 

Ⅲ．2019年度理事会報告（秋） 

令和元年度第 2回理事会報告 

 

日時：令和元年 10 月 26 日（土）11:時 00 分～11

時 50分 

会場：東京経済大学国分寺キャンパス第四研究セ

ンター4階 4422 

 

出席者：田中、薮田、福重、多和田、永星、坂上、

細江、青木、林田、藤田、木原、渋澤、慶田、小

川、三浦、中村、渡邉、内藤、長岡、野崎、池田 

以上 21名 

 

開催校である東京経済大学の長岡貞男実行委員長

から挨拶が行われた。 

 

１．新入会者・退会者承認 

資料 1 に基づき、田中会長より新入会者、退会者

について説明があり、承認された。 

 

2．国際交流の件（実績報告） 

中村保委員長より資料 2 に基づき、説明が行われ

た。秋季大会に韓国応用経済学会から 5名が参加。

11月 15日の韓国通商経済学会が開催され、4名が

参加予定。釜山大学より 11 月 14 日午後に大学院

生向けの報告か、特別講演の依頼があったことが

報告された。 

 

３．編集委員会報告 

小川編集委員長より第 13 巻の編集状況について

説明が行われ、承認された。 

 

４．学会賞の件 

薮田副会長から資料に基づき、学術論文賞、奨励

賞の選考手続きの一部変更について説明が行われ

た。選考委員長は学会誌編集委員会委員長に意見

を求めることができ、編集委員会委員長は担当委

員と協議した上で、学会賞選考委員長に回答する

こととが承認された。 

 

５．来年度春季大会開催校について 

次年度春季大会開催校として熊本大学での開催が

承認された。開催校の熊本大学を代表して池田先

生より説明があり、６月 20 日、21 日での開催が

説明され、承認された。 

 

６．その他 

学会誌の今後の在り方について田中会長より説明

があり、今後、情報を収集・共有化し、来年の常

務理事会で検討することが承認された。 

 

報告 

１．来年度春季大会プログラム委員長について 

次回プログラム委員長について、今後、急い

で選定することになった。 

２．来年度秋季大会開催校について 

次年度秋季大会は令和 2 年 10 月 24 日（土）、25

日（日）に中央大学で開催予定であることが報告

された。また、再来年以降については企画委員を

中心に検討していきたい旨を細江常務理事より説

明された。 
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３．その他 

⚫ 韓国の学会との論文集について韓国通商経済

学会とのは発刊済み、韓国応用経済学会との

論文集は編集がほぼ終わり、間もなく発刊予

定であることが細江常務理事より報告された。 

⚫ 西日本支部会について 

細江常務理事より、8月 31日に支部会の研究会を

開催されたこと、そして、単独の研究会を春に開

催を予定していることが説明された。また、関西、

関東、名古屋地区の支部の設立の希望があれば教

えて欲しい旨の発言があった。 

 

４．来年度開催校より挨拶 

議題 4 で挨拶も行われたので、開催校の池田大会

実行委員長より簡単に再度、挨拶が行われた。 

 

以上をもって終了した。 

 

Ⅳ-1．2020年度第１回理事会報告 

2020 年度第 1 回，第 2 回理事会は新型コロナウイ

ルスによる感染症拡大防止措置により，持ち回り

開催・メール審議にて行われました． 

 

2020 年度 第 1 回理事会 

審議期間：令和 2 年 4 月 7 日（火）～4月 13 日（月）

13 時 00 分 

方法：持ち回り開催・メール審議 

 

議題 

1. 令和２年度春季大会（開催校：熊本大学）の通

常開催の中止に関する件 

2. 令和２年度春季大会（開催校：熊本大学）の代

替措置の検討をすることについて 

 

以上について，了承され，議題 2 の代替措置を早

急に検討するため，関係理事の先生方や情報リテ

ラシー等に詳しい先生方，および事務局をメンバ

ーとする「検討運営委員会」を設置して検討する

こととなった． 

Ⅳ-2．2020年度第２回理事会報告 

 

2020 年度 第２回理事会 

審議期間：令和 2 年 4 月 27 日(月)～令和 2 月 5 月

3 日(日) 13 時 00 分 

方法：持ち回り開催・メール審議 

 

議題 

1. 2020 年度春季大会（開催校：熊本大学）の通

常開催の中止にともなう代替措置の実施の大枠に

関する件 

(ア) 2020 年度春季大会の通常開催の中止に代替

する措置として，当初予定していた期日（6 月 20

日（土），21 日（日））に春季大会を zoom アプリ

を使ったオンライン会議で行う． 

(イ) 現在，プログラム委員会で作成中の大会プロ

グラムを基本にオンライン会議に対応するようセ

ッション運営・時間配分などの詳細を今後，運営

検討委員会で決める．また，プログラム変更など

が必要な場合，プログラム委員会および事務局が

調整をおこなう． 

(ウ) 理事会は 当該オンライン会議でおこなう． 

(エ) 総会は一般会員にメールで諮り，議題は必要

最小限のもの（会長・副会長 改選など）とする． 

以上のことが審議され，承認された． 

 

Ⅳ-3．2020年度第３回理事会報告 

 

2020 年度第 3 回理事会 

日時：令和 2 年 6 月 20 日（土）11:00～12:30 

会議形式：Zoom 使用によるオンライン会議 

出席者：田中，焼田，薮田，福重，成生，坂上，

細江，青木，松波，藤田，大内田，近藤，福澤，

小川，三浦，中村保，中山，内藤，堀，柳瀬，長

岡，野崎，瀧本，中村（大）以上，24 名 
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司会の坂上常務理事より挨拶があり，議事に移っ

た． 

議題 

１．新入会員・退会員承認 

 事務局より報告があり資料の通り１１名の入会，

６名の退会が承認された． 

 

２．会計報告 

事務局より令和元年度会計報告が資料に基づいて

行われた．監事の中村（大）氏より会計監査報告

があり，適正に処理されていることが報告され，

承認された． 

 

３．予算 

事務局より令和２年度予算案について資料 3 に基

づいて事務局より説明され，承認された． 

 

４．編集委員会報告 

第 14 巻の編集状況について編集委員会の小川委

員長より報告され，承認された． 

 

５．編集委員会規定について 

投稿規定の一部改正について編集委員会委員長よ

り説明が行われ，承認された． 

 

６．学会賞 

選考結果・理由について成生委員長より説明が行

われ，承認された． 

 

７．国際交流委員会報告 

中村保委員長から資料に基づいて実績報告の説明

が行われ，承認された． 

 

８．役員改選Ⅰ 

新会長，新副会長についての提案があり，会長に

焼田党氏（南山大学）が承認された．副会長に薮

田雅弘氏（中央大学）の再任，ならびに長岡貞男

氏（東京経済大学）が承認された． 

 

９．役員改選Ⅱ 

理事会改選について，常務理事，理事について資

料に基づき，細江常務理事より説明があり，承認

された．新常務理事，新理事（2020 年 6 月～2022 

年 6 月）は以下の通り．（下線は新任者） 

常務理事 

福重元嗣（大阪大学），成生達彦（同志社大学） 

木原隆司（獨協大学），永星浩一*（福岡大学），坂

上智哉**（熊本学園大学），薮田雅弘**（中央大学）， 

野崎竜太郎***（久留米大学） 

*財務担当，**総務担当，***事務局 

 

理事 

赤羽根靖雅（福岡大学），秋本耕二（久留米大学），

青木玲子（公正取引委員会），秋山優（九州産業大

学），伊ヶ崎大理（日本女子大学），石川路子（甲

南大学），大内田康徳（広島大学），大川隆夫（立

命館大学），小川光（東京大学），慶田收（熊本学

園大学），大森達也（中京大学），渋澤博幸（豊橋

技術科学大学），瀧井貞行（西南学院大学），田中

廣滋（中央大学名誉教授），瀧本太郎（九州大学），

多和田眞（愛知学院大学），土井潤子（関西大学），

中村大輔（中央大学），中村保（神戸大学），中山

恵子（中京大学），内藤徹（同志社大学），林田実

（北九州市立大学），藤田康範（慶應義塾大学），

福澤勝彦（長崎大学），細江守紀（九州大学名誉教

授），堀宜昭（九州大学），松波淳也（法政大学），

三浦功（九州大学），柳瀬明彦（名古屋大学），渡

邉淳一（福岡大学） 

 

監事：森田充（青山学院大学） 

（氏名（所属）の下線は新任） 

以上 

 

１０．委員改選 

資料に基づき委員会改選案について細江常務理事

より説明が行われ，承認された． 
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１１．今年度秋季大会について 

細江常務理事より新型コロナウイルスの影響を鑑

み，秋季大会の開催方法の検討について説明があ

った．審議の結果，オンライン会議で実施するこ

とで承認された． 

 

１２．持ち回り総会について 

事務局より，総会の実施方法について持ち回り（メ

ール）で実施したい旨が説明され，承認された． 

 

１３．名誉理事 

名誉理事に奥野（藤原）正寛氏（東京大学名誉教

授），大住圭介氏（九州大学名誉教授）を推薦した

い旨が説明され，承認された． 

 

１４．来年度春季大会（同志社大学），秋季大会（北

星学園大学）について 

次年度大会について，春季大会は同志社大学，秋

季大会は北星学園大学での開催が承認された． 

 

１５．その他 

細江常務理事より，次のオンライン大会では，企

画を考え，充実させることを計画したいことが説

明され，了承された． 

 細江常務理事より，新型コロナウイルスに関す

る研究について学会として出版し，発展に貢献で

きればと考えていることが説明され，了承された． 

 

Ⅴ.「応用経済学研究」編集委員会報告 

「応用経済学研究」編集委員会報告編集委員長  

小川光（東京大学）  

 

報告１．投稿論文の査読の進捗について説明があ

った．次号に向けては，採択が１本，修正のうえ

再投稿依頼中が３本という現状の報告があった．

続いて，コロナ感染症の問題のためか，昨年に比

べると投稿数が圧倒的に少ないので，積極的な投

稿の依頼があった．参考情報として，審査期間の

迅速化を進めており，2020 年に入ってから投稿さ

れた論文については平均 1 ケ月，早いものは 2 週

間で結果を戻しているという報告があった． 

 

報告２．二重投稿が起きた場合の問題に対応する

ために，投稿規定の一部改訂（規定４の改訂）が

提案されて承認された． 

 

Ⅵ．2018年度学会賞について   

2019 年度学会賞について 

学会賞選考委員長 

   成生達彦（同志社大学） 

 

学会賞        宮澤和俊氏（同志社大学） 

（受賞理由） 

 宮澤和俊氏は国際的な課税競争，公的介護保険，

年金や公教育などの Public economics さらには

Population economics や Family economics の分野で

も精力的な研究を行い，その成果は European 

Economic Review, Southern Economic Journal, Journal 

of Risk and Insuranceや Journal of Population 

Economics などの査読付き国際的学術誌に掲載さ

れている．また，昨年には『財政学』（ライブラ

リ今日の経済学 12）の教科書を新世社から出版し

ている．さらに，2015 年度の推薦講演「少子化対

策としての国債管理政策」を行うなど，本学会へ

の貢献も大きい． 

 

 

学術論文賞     池田剛士氏（大東文化大学） 

          丹野忠晋氏（拓殖大学） 

（受賞理由） 

 論文賞の選考対象となった業績は「How Should 

We Protect Innovations?」（応用経済学研究 第 13

巻に掲載）である．この論文では，複占企業の１

つが費用削減投資を行い，他方がその成果の一部

を模倣する状況で，政府が経済厚生を最大にする
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模倣率を設定できると想定している．模倣率が高

ければ事後的な利用効率は向上するが，投資水準

は低くなる．したがって政府は，投資効率が高い

時には模倣率を低く設定し，投資企業の積極的な

投資を促すが，投資効率が低い（それゆえ投資水

準が低い）時には，事後的な利用効率のために高

い模倣率を設定する．後者の場合，複占企業の投

資水準は低くなり，（模倣から独立な）独占企業

の投資水準を下回るとともに，経済厚生も独占市

場よりも少なくなる．このように，独占市場の方

が複占市場よりも経済厚生が大きくなるという逆

説的な結果を導いている． 

 

奨励賞 該当者なし 

 

著作賞         佐藤茂春氏（中京大学） 

（受賞理由） 

 著作賞の選考対象となった業績は『契約と法の

経済分析』, 勁草書房 2020 年である． 

 本書の第 1 部（第 2~4 章）では契約についての

理論的な検討を行い，例えば，関係特定的な投資

を逐次的に行う状況では，オプション契約と暗黙

的契約を併用することで，より容易に合意が遵守

されると主張している（第 3 章）．契約が遵守さ

れるためには，不履行が生じたときの司法による

法的救済が必要である．第 2 部（第 5~7 章）では，

法（救済ル－ル）に関する理論的な検討を行い，

約定賠償ル－ルと信頼利益ル－ルを比較し，後者

の方が有効である可能性を論じている（第 5 章）．

さらに第三部（第 8~9 章）では，第 2~3 部の検討

結果を住宅市場に適用し，借地借家法や定期借家

権制度について議論し，サーチモデルを用いて，

後者が空屋率を高めて家賃を低める効果を持つと

論じている(第 9 章）． 

 本書では，契約理論や法と経済学分野の先行研

究を踏まえた上で，適切な検討にもとづいて，（第

3 部を中心に）新奇性のある主張が行われており，

日本応用経済学会著作賞に値する研究書である．

また，佐藤氏は日本応用経済学会編「ベ－シック

応用経済学」（勁草書房）の第 4 章「進化ゲ－ム

と法ル－ル」を執筆するなど，本学会への貢献も

大きい． 

                

Ⅶ．国際交流委員会 

国際交流員会報告 

国際交流委員会委員長 

中村保（神戸大学） 

 

１．韓国応用経済学会（KAAE）の年次大会への

派遣 

  4月24日･25日に開催予定であったKAAEの年

次大会への本学会から派遣を進めていましたが，3

月中旬に派遣の中止を決定して連絡しました．そ

の際に，KAAEから大会を無期限延期する旨の連

絡がありました．開催について現時点ではご連絡

はいただいておりません． 

 

２．韓国経済通商学会（KEBA）から春季大会へ

の招聘 

  韓国経済通商学会(KEBA)から今年度のJAAE

春季大会への派遣を断念する旨のご連絡がありま

したので，今年度春季大会への招聘は見送りまし

た． 

 

Ⅷ．紹介！研究室 

今回は，熊本学園大学経済学部の熊谷啓希先生の

研究室をご紹介致します． 

 

熊谷啓希（熊本学園大学） 

 

コーポレートガバナンスについての理論分析を

おこなっています．最近は，近年の社外取締役比

率の高まりをうけて，最適な社外取締役比率がど
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のように決めるのかを明らかにする研究を進めて

います．企業統治強化が叫ばれ，社外取締役を増

員する企業が多くなっていますが，このような画

一的な動きは必ずしも各企業にとっては望ましく

ない可能性があります． 

 熊谷研究室では，まず法と経済学のテキストを

輪読しつつ，その基本的な考え方を身につけても

らっています．法ルールがどのように人々のイン

センティブを変えるのか，という視点をぜひ身に

つけてほしいです．なぜかサッカー部が多い熊谷

研究室は，ゼミ中も部活のようなノリでフレンド

リーにやっています． 

また，今年度は一時期対面でのゼミができなくな

ってしまい，Zoom を用いて学生に報告してもら

うという方法をとりました．教員の苦悩をよそに

学生は楽しんでいるようで，頼もしさを感じまし

たね． 

 

Ⅸ．春季大会について 

理事会報告にもありましたように，2020年度春

季大会は，当初，中央大学で開催される予定でし

たが， 11月 21日（土）－22日（日）にオンライ

ン大会として開催することになりました．詳細は

学会ホームページをご覧ください． 

 

Ⅹ．事務局便り 

今年度は，コロナ禍のため，各種の学会がオンラ

イン開催もしくは中止となっています．本学会も

学会初のオンライン開催となりましたが，予想以

上の盛会になったと思っております．急遽，オン

ライン開催への変更になったため，プログラム委

員長の慶田收先生（熊本学園大学）や大会委員長

の池田康弘先生（熊本大学），そして急遽代替開催

の準備委員長となった薮田雅弘先生（中央大学）

には大変ご苦労をお掛けしたことをお詫びすると

同時に盛会に終わりましたことに感謝する次第で

す． 

 さて，このニューズレターの発刊も 12 号となり

ました．12 年間を振り返りますと経済のみならず

学会の環境も大きく変化しました．こうした変化

に柔軟に対応しつつ，社会に何らかの貢献ができ

る学会であればと思う次第です． 

（ニューズレター作成担当 内藤徹（同志社大学）） 

 

 

 



令和元年度 日本応用経済学会 会計報告
(令和元年 4月 1日 ～令和 2年 3月 31日 )

期首繰越    1  4,05a437

期末繰越     1  5,054,086

蹟 目 '塁塾 決 算 類 (b) ,「事遭(al―  (b〕

通信費 180,000 142.4

消耗品費 60_000 ハ
Ｖ

事務補助 費 600.000 300_32 209_671

L会開催補 助警 800.000 800.

理事会開催補 助替 105^000 91 78

種 委員会 開催費 50.000

ンホ シ リム員懸誦蒻助 誦洋 :30 000 105_0

学会買 17910

交 流 奮 300.000 7

,込手数料 75_000 70.256 474

:会 誌購 入 ノ50_000 .584.00C

:会webiナ f́ 卜歯車1ヨ 尾雪 35,000

20.000 ‘
υ

ハ
υ

予備費

llヽ 計 4,195.000

3,925,437 5.0540

合 計 3.120.437 8.577.38

上記の量り報告致します。 常務理事 (財 務担 当)

会計担 当幹事

会計担 当幹事

監査の結果、上記相建ありません。



１．収入の部
項目 予算額 備考

繰越金 5,054,086

会費収入 4,025,000 (10,000円×390人)＋(5,000円×25人)

学会誌収入 120,000 掲載料10,000円×6人＋投稿料6,000×10人

利子収入

（R2収入小計） 4,145,000
合計 9,199,086

２．支出の部
項目 予算額

通信費 180,000

消耗品費 60,000

事務補助費 600,000 　

学会開催補助費 800,000 　400,000円×2回

理事会開催補助費 105,000 　52,500円×2回

各種委員会開催費 50,000

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等補助金 130,000

学会賞 90,000

国際交流費 300,000 2人2泊宿泊費

払込手数料 75,000

学会誌購入 1,750,000

学会webサイト運営費 35,000

雑費 20,000

小計 4,195,000

予備費 5,004,086 次期への繰越金予想

繰越金

合計 9,199,086

令和2年度　日本応用経済学会　予算
（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）


